
 

現  場  説  明  書 
 

工 事 名    行田市地域交流センター受変電設備更新工事 

工事場所    行田市大字下須戸６２９番地 

 

１． 工事概要  

地域交流センターの受変電設備を更新する工事一式 

 

２． 工事範囲   

現場説明書（質問回答書を含む）、図面に示すとおりとする。 

 

３． 施工条件 

(1)  工事期間中（機材の搬入等含む）の職員及び来館者等に対する安全には十分配慮し、監

督員との協議結果を踏まえて、工程計画を検討すること。 

(2) 機器類については、あらかじめ納期を考慮し、遅延無く施工できるよう配慮し、発注前に監

督員の承諾を得なければならない。 

(3) 施工にあたっては、施設と連絡を密に行い十分協議し、運営に支障が無いよう適切に調整

すること。 

 

４． 工事中の安全管理等 

(1) 工事現場の安全衛生に関しては、関係法規に従って管理を行うこと。 

(2) 機材等の保管は、受注者の責任において管理を行うこと。 

(3) 工事現場においては、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行うなど事故防止に努

めること。 

 

 

 

 

 



５． 共通事項 

 (1) 図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、

すべて 「埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（最新版）」、国土交通省大臣官房官庁営繕部

監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」及び「公共建築工事標準仕

様書（電気設備工事編）（最新版）」による。 

(2) 設計図書の優先順位は次のとおりとする。 

     １．現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む） 

     ２．図面 

     ３．埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（最新版） 

     ４．公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版） 

       ５．公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版） 

(3) 工事組立保険等に加入すること。（工期＋１ヶ月間） 

 

６． 中間検査の実施 

(1) 受注者は、下記のいずれかに該当する場合は、「行田市中間検査実施基準」に基づき、

中間検査を受けなければならない。 

   １．構造物に欠陥があることで重大な管理上のかしが予想される、又は手戻りが発生す

ると事業目的に大きな影響を与える重要構造物で、完成検査時に出来形、品質の確

認が著しく困難と予想される工事 

   ２．請負金額が１，０００万円以上の工事 

   ３．工事主管部長が必要と認めた工事 

(2) 中間検査の実施時期については、監督員と協議し決定する。 

 

７． 労働環境調査モデル工事 

予定価格（消費税等相当額を含む）1,000 万以上の工事は、行田市「労働環境調査モデル工事」

試行要領の対象となる。 

  

 ８． 週休２日制モデル工事 

    本工事は、行田市営繕工事「週休２日制モデル工事」試行要領の対象工事である。 

   「月単位の週休２日」 



工 事 名 称 設 計 年 月 図 面 名 称 図 面 番 号

行 田 市 建 設 部 営 繕 課

担　当 主 査 主　幹 課　長

行田市建設部営繕課 丸山

【設計】 丸山　晃伸 概要・案内図・配置図
並木

N

水　　路

↑
至
　
羽
生

女
子
便
所

男
子
便
所

保険
倉庫相談室

衛生室会議室 生活改善室

多目的ステージ 湯沸室
トイレ倉庫 水屋

床の間
エントランス

ホール

事務室 教養娯楽室

物
入

風除室
ロビー

▲ホール
ピロティ

スロープ
花壇

花壇

県
　
道
　
　
上
　
新
　
郷
　
埼
　
玉
　
線

ゲートボール場

駐車場

門

▲

埼
玉
　
至
↓

市　　道

水　　路

工事対象物を示す

◆ 凡 例

行田市地域交流センター

工事場所：行田市大字下須戸６２９番地

案 内 図

Ⅳ　特記事項　　・受注者は、工事内容を十分に理解のうえ、詳細に施工箇所の調査を行うこと。

　　　　　　　　・監督員との協議に基づき最適な工事目的物を設置するよう施工方法等を検討し施工すること。

　　　　　　　　・施設運営に支障のないよう作業工程等を検討すること。

　　　　　　　　・受注者は、関係法令及び技術基準を遵守のうえ、施工すること。

　　　　　　　　・現場発生材の処分は、廃棄物処理法その他関係法令を遵守し、適正に処分すること。

　　　　　　　　・建物その他を損傷させた場合は、現状と同等に修復するものとする。

Ⅰ　工 事 名　　行田市地域交流センター受変電設備更新工事

Ⅱ　工事場所　　行田市大字下須戸６２９番地

Ⅲ　工事概要　　地域交流センターの受変電設備を更新する工事一式

行田市地域交流センター受変電設備更新工事 令和８年５月
朝見
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　　　　　　　　・本工事に係る全ての届出申請手続き等は受注者が代行し、これに要する費用は本工事に含む

　　　　　　　　　ものとする。

　　　　　　　　・詳細については、監督員と協議を行い実施するものとする。

配置図　S=1/500
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行田市地域交流センター受変電設備更新工事

・キュービクル内機器の更新

・上記工事に伴う電線の更新

高圧機器内配線用電線 6kV KIP22mm2

【  注  記  】

 １．更新箇所は下記による。
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【 注  記  】

 更新箇所は下記による。

・ＰＡＳの更新（ＶＴ・ＬＡ内蔵）

・ＳＯＧ制御装置の更新（ＳＵＳ製）

・高圧ケーブルの更新
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平面図　S=1/100
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